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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期 81,193 1.4 17,267 9.8 17,669 8.4 12,366 9.1

2021年６月期 80,065 18.5 15,732 21.7 16,302 20.7 11,340 25.9

（注）包括利益 2022年６月期 12,445百万円（5.3％） 2021年６月期 11,815百万円（22.0％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年６月期 231.06 － 13.4 15.6 21.3

2021年６月期 210.68 － 13.0 15.3 19.6

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年６月期 117,423 94,247 80.2 1,768.42

2021年６月期 109,807 90,960 82.8 1,688.64

（参考）自己資本 2022年６月期 94,154百万円 2021年６月期 90,895百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年６月期 7,834 5,315 △9,177 27,023

2021年６月期 2,737 △2,638 △4,485 23,012

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年６月期 － 40.00 － 65.50 105.50 5,678 50.1 6.5

2022年６月期 － 50.00 － 68.00 118.00 6,293 51.1 6.8

2023年６月期（予想） － 52.00 － 68.00 120.00 50.0

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,200 4.9 17,800 3.1 18,300 3.6 12,700 2.7 239.82

１．2022年６月期の連結業績（2021年７月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）期末配当の詳細は2022年８月10日発表の「剰余金の配当（増配）に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2023年６月期の連結業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年６月期 56,745,180株 2021年６月期 56,745,180株
②  期末自己株式数 2022年６月期 3,503,192株 2021年６月期 2,917,474株
③  期中平均株式数 2022年６月期 53,521,593株 2021年６月期 53,827,900株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期 12,244 114.7 11,943 120.4 11,961 119.9 11,959 120.2

2021年６月期 5,704 △1.4 5,420 △2.1 5,438 △1.9 5,430 △2.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期 223.45 －

2021年６月期 100.88 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年６月期 47,439 47,406 99.9 890.40

2021年６月期 44,696 44,656 99.9 829.61

（参考）自己資本 2022年６月期 47,406百万円 2021年６月期 44,656百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更　　　　　　　　　　　　　　　　：有
②  ①以外の会計方針の変更              　　　　　　　　　　　　　　　　：無
③  会計上の見積りの変更                　　　　　　　　　　　　　　　　：無
④  修正再表示                          　　　　　　　　　　　　　　　　：無

（注）詳細は、添付資料P.12「３.連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の

変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2022年６月期の個別業績（2021年７月１日～2022年６月30日）

（２）個別財政状態

＜個別業績の前期実績との差異理由＞
　当社は当事業年度において、関係会社からの配当金の増加により営業収益が増加し、営業利益、経常利益ともに増益と 
なったことから、前事業年度と当事業年度の実績値との間に差異が生じています。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　　（将来に関する記述等についてのご注意）

　　　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいてお

り、実際の業績は、様々な要素により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。

　　　なお、業績予想の前提となる条件等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧下さい。

　　（決算補足説明資料の入手方法）

　　　決算補足説明資料は当社ウェブサイトにて同日に掲載しております。
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（単位：百万円）

区分
前連結会計年度

（自　2020年７月１日
至　2021年６月30日）

当連結会計年度
（自　2021年７月１日

至　2022年６月30日）

国内建設 71,630 92,692（　29.4％）

その他 2,918 3,373（　15.6％）

合計 74,548 96,065（　28.9％）

（単位：百万円）

区分
前連結会計年度

（自　2020年７月１日
至　2021年６月30日）

当連結会計年度
（自　2021年７月１日

至　2022年６月30日）

国内建設 77,147 77,820（ 　0.9％）

その他 2,918 3,373（　15.6％）

合計 80,065 81,193（ 　1.4％）

（単位：百万円）

区分
前連結会計年度末
（2021年６月30日）

当連結会計年度末
（2022年６月30日）

国内建設 65,430 80,301（　22.7％）

その他 － －（　　－％）

合計 65,430 80,301（　22.7％）

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度における当社グループの連結業績につきましては、受注高は高速道路会社の大規模更新・修繕事

業からの大型工事受注が大幅に増加したことにより、前年同期比21,516百万円増加（28.9％増）の96,065百万円と

なりました。

　売上高は、国および地方自治体の工事売上高が減少した一方で、高速道路会社の工事売上高が増加した結果、前

年同期比1,128百万円増加（1.4％増）の81,193百万円となりました。工事売上高に占める高速道路会社のシェアは

60％に達し、中期経営計画で掲げた大型工事の更なる取り込みと施工能力の強化が着実に進んでおります。

　受注残高は、前年度末比14,871百万円増加（22.7％増）の80,301百万円となり、受注残高に占める高速道路会社

の割合は前年度の75％から85％へ上昇しました。

　利益につきましては、選別受注および設計変更の獲得等により売上総利益率が更に改善した結果、営業利益は前

年同期比1,534百万円増加（9.8％増）の17,267百万円、経常利益は前年同期比1,366百万円増加（8.4％増）の

17,669百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は前年同期比1,026百万円増加（9.1％増）の12,366百万円とな

り、８期連続で増収増益となりました。

　各セグメントにおける受注実績、売上実績、及び受注残高は次のとおりです。（各実績は外部顧客に対するもの

を記載しています。）

受注実績

（注）表中の百分率は、対前年同期増減率

売上実績

（注）表中の百分率は、対前年同期増減率

受注残高

（注）表中の百分率は、対前年同期増減率
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（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の資産は、前連結会計年度末より7,616百万円増加し、117,423百万円となりました。これは主

に、工事の大型化により受取手形・完成工事未収入金等が増加したためです。

　負債は、前連結会計年度末より4,329百万円増加し、23,176百万円となりました。これは主に、支払手形・工事

未払金等、電子記録債務といった仕入債務、及び未払法人税等が増加したためです。

　純資産は、前連結会計年度末より3,286百万円増加し、94,247百万円となりました。これは主に、自己株式の取

得を行った一方で、親会社株主に帰属する当期純利益の計上に伴い利益剰余金が増加したためです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ4,010百万円増加し、27,023百万円

となりました。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

　当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローについては、主に売上債権の増加による6,931百万

円の減少要因、及び法人税等の支払による5,942百万円の減少要因があるものの、税金等調整前当期純利益による

18,044百万円の増加要因により、7,834百万円の資金の増加となりました。前期比では5,096百万円の資金の増加と

なり、これは売上債権の増減により1,978百万円、税金等調整前当期純利益の増加により2,128百万円増加したため

です。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローについては、主に有価証券及び投資有価証券の取得

による支出10,999百万円の減少要因があるものの、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入17,510百

万円の増加要因により、5,315百万円の資金の増加となりました。前期比では7,953百万円の資金の増加となり、こ

れは有価証券及び投資有価証券の取得による支出、及び売却及び償還による収入の差額が7,495百万円増加したた

めです。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローについては、主に配当金の支払額6,191百万円の減

少要因、及び自己株式の取得による支出3,009百万円の減少要因により、9,177百万円の資金の減少となりました。

前期比では4,691百万円の資金の減少となり、これは主に配当金の支払額が1,648百万円、自己株式の取得による支

出が3,007百万円増加したためです。

（４）今後の見通し

新型コロナウイルス感染症の長期化、ロシア・ウクライナ問題をはじめとした国際情勢に関連する資源価格やエ

ネルギー価格の高騰、急激な円安などにより、国内経済は先行き不透明な状況が続いておりますが、国内のイン

フラメンテナンス市場においては「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」および高速道路会社の大

規模更新・修繕事業が着実に進行しており、引続き良好な受注環境が継続するものと想定しております。

このような状況のもと、当社グループは中期経営計画の諸施策を着実に遂行することにより、利益の持続的成長

を目指してまいります。

　2023年６月期の連結業績予想につきましては、売上高は当期比4.9％増の85,200百万円、営業利益は3.1％増の

17,800百万円、経常利益は3.6％増の18,300百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は2.7％増の12,700百万円を

見込んでおります。
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（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要課題として認識しており、業績に連動した配当を安定的に行うこ

とを基本方針としております。

　2022年６月期から2024年６月期までの３カ年につきましては、中期経営計画（2022年６月期～2024年６月期）に

おいて、継続的・安定的な利益還元としての配当については、連結配当性向50％以上を維持することで一株当たり

配当額の着実な増加を目指すことに加え、３年間で100億円の自社株買いを実施し、総還元性向75％以上を維持す

ることとしております。

　当期の配当につきましては、この方針に基づき、１株当たり118円00銭（うち中間配当50円00銭）を実施するこ

とといたしました。

　次期の配当につきましては、この方針に基づき、現時点で予測している業績となった場合、１株当たり年間120

円（うち中間配当52円）を実施する予定です。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針です。なお、国際会計基準の適用につきましては、諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方

針です。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当連結会計年度
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 13,012 15,023

受取手形・完成工事未収入金等 44,156 ※１ 50,760

電子記録債権 851 ※１ 1,196

有価証券 17,202 14,999

未成工事支出金 39 26

その他の棚卸資産 ※２ 1,032 ※２ 1,156

その他 2,112 3,152

貸倒引当金 △35 △19

流動資産合計 78,371 86,297

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※３ 3,184 ※３ 4,150

機械装置及び運搬具（純額） ※３ 197 ※３ 230

工具、器具及び備品（純額） ※３ 246 ※３ 262

土地 ※４ 8,602 ※４ 9,228

リース資産（純額） ※３ 53 ※３ 49

建設仮勘定 818 664

有形固定資産合計 13,102 14,585

無形固定資産

のれん 524 426

その他 249 278

無形固定資産合計 774 704

投資その他の資産

投資有価証券 ※５ 14,030 ※５ 12,101

退職給付に係る資産 735 757

繰延税金資産 274 306

土地再評価に係る繰延税金資産 ※４ 700 ※４ 709

その他 1,834 1,976

貸倒引当金 △15 △15

投資その他の資産合計 17,558 15,835

固定資産合計 31,435 31,126

資産合計 109,807 117,423

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当連結会計年度
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 5,579 6,374

電子記録債務 3,759 4,456

未払法人税等 2,724 3,720

未成工事受入金 576 ※６ 943

役員賞与引当金 397 399

完成工事補償引当金 360 257

工事損失引当金 106 66

その他 3,692 5,244

流動負債合計 17,196 21,463

固定負債

繰延税金負債 7 33

完成工事補償引当金 338 346

役員退職慰労引当金 20 24

退職給付に係る負債 1,204 1,223

その他 80 83

固定負債合計 1,650 1,712

負債合計 18,846 23,176

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 34,762 34,762

利益剰余金 52,975 59,162

自己株式 △2,504 △5,514

株主資本合計 90,233 93,410

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,364 2,417

土地再評価差額金 ※４ △1,587 ※４ △1,606

為替換算調整勘定 △9 35

退職給付に係る調整累計額 △104 △102

その他の包括利益累計額合計 662 743

非支配株主持分 64 93

純資産合計 90,960 94,247

負債純資産合計 109,807 117,423
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年７月１日
　至　2021年６月30日)

 当連結会計年度
(自　2021年７月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 80,065 81,193

売上原価 ※１ 59,282 ※１ 58,638

売上総利益 20,782 22,555

販売費及び一般管理費 ※２,※３ 5,050 ※２,※３ 5,288

営業利益 15,732 17,267

営業外収益

受取利息 41 28

受取配当金 214 207

受取保険金 ※４ 250 ※４ 119

受取賃貸料 100 39

持分法による投資利益 － 5

その他 34 49

営業外収益合計 641 450

営業外費用

支払手数料 13 21

賃貸費用 37 14

持分法による投資損失 10 －

その他 10 12

営業外費用合計 71 48

経常利益 16,302 17,669

特別利益

固定資産売却益 3 180

投資有価証券売却益 0 306

受取損害賠償金 － ※５ 116

特別利益合計 3 602

特別損失

完成工事修補費用 194 93

投資有価証券売却損 16 －

投資有価証券評価損 113 －

減損損失 ※６ 59 ※６ 129

その他 6 4

特別損失合計 390 227

税金等調整前当期純利益 15,915 18,044

法人税、住民税及び事業税 4,460 5,734

法人税等調整額 145 △38

法人税等合計 4,605 5,696

当期純利益 11,310 12,348

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △30 △18

親会社株主に帰属する当期純利益 11,340 12,366

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年７月１日
　至　2021年６月30日)

 当連結会計年度
(自　2021年７月１日
　至　2022年６月30日)

当期純利益 11,310 12,348

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 528 53

為替換算調整勘定 4 47

退職給付に係る調整額 △28 1

持分法適用会社に対する持分相当額 － △4

その他の包括利益合計 505 97

包括利益 11,815 12,445

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 11,845 12,467

非支配株主に係る包括利益 △30 △21

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,000 34,762 46,289 △2,503 83,548

当期変動額

剰余金の配当 △4,548 △4,548

親会社株主に帰属する当期
純利益

11,340 11,340

自己株式の取得 △1 △1

土地再評価差額金の取崩 △105 △105

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 6,686 △1 6,684

当期末残高 5,000 34,762 52,975 △2,504 90,233

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計

その他有価証
券評価差額金

土地再評価差
額金

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 1,835 △1,693 △14 △76 51 17 83,617

当期変動額

剰余金の配当 △4,548

親会社株主に帰属する当期
純利益

11,340

自己株式の取得 △1

土地再評価差額金の取崩 △105

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

528 105 4 △28 610 47 658

当期変動額合計 528 105 4 △28 610 47 7,343

当期末残高 2,364 △1,587 △9 △104 662 64 90,960

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年７月１日　至　2021年６月30日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,000 34,762 52,975 △2,504 90,233

当期変動額

剰余金の配当 △6,199 △6,199

親会社株主に帰属する当期
純利益

12,366 12,366

自己株式の取得 △3,009 △3,009

土地再評価差額金の取崩 18 18

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 6,186 △3,009 3,177

当期末残高 5,000 34,762 59,162 △5,514 93,410

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計

その他有価証
券評価差額金

土地再評価差
額金

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 2,364 △1,587 △9 △104 662 64 90,960

当期変動額

剰余金の配当 △6,199

親会社株主に帰属する当期
純利益

12,366

自己株式の取得 △3,009

土地再評価差額金の取崩 18

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

53 △18 44 1 81 28 109

当期変動額合計 53 △18 44 1 81 28 3,286

当期末残高 2,417 △1,606 35 △102 743 93 94,247

当連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年７月１日
　至　2021年６月30日)

 当連結会計年度
(自　2021年７月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 15,915 18,044

減価償却費 448 566

減損損失 59 129

のれん償却額 98 98

その他の特別損益（△は益） 6 0

固定資産売却損益（△は益） △3 △180

投資有価証券評価損益（△は益） 113 －

持分法による投資損益（△は益） 10 △5

投資有価証券売却損益（△は益） 15 △306

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15 △20

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 124 2

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △104 △22

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 117 18

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 28 △95

工事損失引当金の増減額（△は減少） 1 △39

受取利息及び受取配当金 △256 △236

売上債権の増減額（△は増加） △8,909 △6,931

未成工事支出金の増減額（△は増加） △3 13

その他の棚卸資産の増減額（△は増加） 151 △181

その他の資産の増減額（△は増加） 82 △346

仕入債務の増減額（△は減少） 144 1,482

未成工事受入金の増減額（△は減少） △1,244 367

その他の負債の増減額（△は減少） 592 1,443

その他 △216 △266

小計 7,187 13,533

利息及び配当金の受取額 280 243

法人税等の支払額 △4,730 △5,942

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,737 7,834

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △15,568 △10,999

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による

収入
14,584 17,510

有形固定資産の取得による支出 △1,510 △1,836

有形固定資産の売却による収入 10 806

貸付金の回収による収入 0 0

その他 △154 △166

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,638 5,315

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △19 △26

配当金の支払額 △4,543 △6,191

非支配株主からの払込みによる収入 78 49

自己株式の取得による支出 △1 △3,009

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,485 △9,177

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 38

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,382 4,010

現金及び現金同等物の期首残高 27,395 23,012

現金及び現金同等物の期末残高 23,012 27,023

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本等の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　当社は、2021年８月10日に開催された取締役会の決議に基づき、当連結会計年度に当社普通株式583,800株を2,999

　　百万円で取得しました。当該自己株式の取得等により、当連結会計年度において自己株式が3,009百万円増加し、当

　　連結会計年度末の「自己株式」は5,514百万円となりました。

（会計方針の変更）

　　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　　　　これにより、工事契約に関する完成工事高の計上について、従来は各報告期間の末日までの進捗部分について成

果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

したが、一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度

に基づき一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

　　　　なお、履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事

原価の合計に占める割合に基づいて行っております。

　　　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　　　　この結果、当連結会計年度の期首の利益剰余金及び当連結会計年度の損益に与える影響はありません。

　　　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

　　　う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

　　　会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

　　　たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。
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当連結会計年度
（2022年６月30日）

受取手形 1,164百万円

完成工事未収入金 8,542　〃

契約資産 40,088　〃

売掛金 965　〃

電子記録債権 1,196　〃

前連結会計年度
（2021年６月30日）

当連結会計年度
（2022年６月30日）

商品及び製品 402百万円 547百万円

仕掛品 85　〃 96　〃

原材料及び貯蔵品 544　〃 512　〃

計 1,032百万円 1,156百万円

前連結会計年度
（2021年６月30日）

当連結会計年度
（2022年６月30日）

8,766百万円 8,999百万円

前連結会計年度
（2021年６月30日）

当連結会計年度
（2022年６月30日）

再評価を行った土地の当連結会計年度末に

おける時価と再評価後の帳簿価額との差額
△1,351百万円 △1,175百万円

前連結会計年度
（2021年６月30日）

当連結会計年度
（2022年６月30日）

投資有価証券（株式） 64百万円 65百万円

当連結会計年度
（2022年６月30日）

未成工事受入金 943百万円

（連結貸借対照表関係）

※１　顧客との契約から生じた債権及び契約資産の金額は、次のとおりです。

※２　その他の棚卸資産の内訳は、次のとおりです。

※３　有形固定資産の減価償却累計額

※４　当社子会社のショーボンド建設株式会社は、土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第

34号）及び土地の再評価に関する法律の一部を改正する法律（平成11年３月31日改正）に基づき、事業用

の土地の再評価を行い、当該評価差額に係る税金相当額を「土地再評価に係る繰延税金資産」として資産

の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しています。

・再評価の方法

　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める地価

税法（平成３年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定

するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に合理的な調整を行って算出していま

す。

・再評価を行った年月日　　　　　　2000年６月30日

※５　関連会社に対するものは、次のとおりです。

※６　契約負債の金額は、次のとおりです。

- 13 -

ショーボンドホールディングス株式会社（1414）　2022年６月期　決算短信



前連結会計年度
（自　2020年７月１日

至　2021年６月30日）

当連結会計年度
（自　2021年７月１日

至　2022年６月30日）

工事損失引当金繰入額 18百万円 △10百万円

　前連結会計年度
（自　2020年７月１日

　　至　2021年６月30日）

　当連結会計年度
（自　2021年７月１日

　　至　2022年６月30日）

役員報酬及び従業員給料手当 1,861百万円 2,028百万円

役員賞与引当金繰入額 397　〃 399　〃

退職給付費用 79　〃 94　〃

役員退職慰労引当金繰入額 6　〃 6　〃

貸倒引当金繰入額 15　〃 △1　〃

研究開発費 675　〃 668　〃

　前連結会計年度
（自　2020年７月１日

　　至　2021年６月30日）

　当連結会計年度
（自　2021年７月１日

　　至　2022年６月30日）

研究開発費 675百万円 668百万円

場所 用途 種類 減損損失（百万円）

京都府京都市 事業用資産 土地及び建物等 59

（連結損益計算書関係）

※１　売上原価に含まれる工事損失引当金繰入額は、次のとおりです。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な項目は、次のとおりです。

※３　研究開発費

　一般管理費に含まれる研究開発費の総額は、次のとおりです。

　　　　　※４　受取保険金

　　　　　　　　前連結会計年度（自　2020年７月１日　至　2021年６月30日）

　　　　　　　　　受取保険金には当社子会社のショーボンド建設株式会社が施工する東名高速道路の橋梁補修工事で

　　　　　　　　2019年11月に発生した火災事故に係る保険金の受取額177百万円が含まれております。

　　　　　　　　当連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

　　　　　　　　　受取保険金には当社子会社のショーボンド建設株式会社が施工する東名高速道路の橋梁補修工事で

　　　　　　　　2019年11月に発生した火災事故に係る保険金の受取額52百万円が含まれております。

　　　　　※５　受取損害賠償金

　　　　　　　　当連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

　　　　　　　　　当社の子会社であるショーボンド建設株式会社が提起しておりました、溶接不良にかかる損害賠償

　　　　　　　　請求訴訟において和解が成立したことによる和解金116百万円を計上しております。

　　　　　※６　減損損失

　　　　　　　　前連結会計年度において、当社グループは以下の資産について減損損失を計上しました。

　　　　　　　　　上記資産は売却の意思決定を行ったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損

　　　　　　　　失として特別損失に計上しました。

　　　　　　　　　なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、正味売却価額は不動産仲介業者

　　　　　　　　による鑑定評価額にて算定しています。
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場所 用途 種類 減損損失（百万円）

埼玉県八潮市 遊休資産 建物及び建物附属設備 74

埼玉県さいたま市 事業用資産 土地及び建物等 46

神奈川県厚木市 事業用資産 建物及び建物附属設備等 8

　　　　　　　　当連結会計年度において、当社グループは以下の資産について減損損失を計上しました。

　　　　　　　　　遊休資産は帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上してい

　　　　　　　　ます。また、解体撤去費用についても、減損損失として特別損失に計上しています。

　　　　　　　　　なお、遊休資産の回収可能価額は、解体予定のため使用価値を零としています。

　　　　　　　　　事業用資産は売却の意思決定を行ったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損

　　　　　　　　損失として特別損失に計上しています。

　　　　　　　　　なお、事業用資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、正味売却価額は処分見込価

　　　　　　　　額等合理的な見積りにより算定しています。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額
（注２）

連結財務諸表計
上額（注３）

国内建設

売上高

外部顧客への売上高 77,147 2,918 80,065 － 80,065

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1 2,512 2,513 △2,513 －

計 77,148 5,430 82,578 △2,513 80,065

セグメント利益 15,055 647 15,702 30 15,732

その他の項目

減価償却費 397 29 427 － 427

のれんの償却額 98 － 98 － 98

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

　当社グループは、地域及び事業内容別に連結子会社を置き、土木建築工事及び製品の製造及び販売に関

する事業展開をしています。

　従って、当社グループのセグメントは連結子会社別であり、事業活動の内容及び経営環境に関して適切

な情報を提供するため、事業形態の類似する複数セグメントを集約し、「国内建設」を報告セグメントと

しています。

　「国内建設」は公共構造物の補修補強工事及び製品販売を主な事業内容としています。

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一です。報告セグメントの利益は営業利益であり、セグメント間の内部売上高

又は振替高は市場実勢価格に基づいています。

３　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　前連結会計年度（自　2020年７月１日　至　2021年６月30日）

（注）１．「その他」には、海外建設、製品製造販売業、海外製品販売業を含んでいます。

２．セグメント利益の調整額の内訳は次のとおりです。

セグメント利益の調整額30百万円には、セグメント間取引消去314百万円、セグメントに配分していない

全社費用△284百万円及びその他の調整額△０百万円が含まれております。全社費用は、グループ全体の

経営管理に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

４．セグメント資産及び負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象となってい

ないため記載をしていません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額
（注２）

連結財務諸表計
上額（注３）

国内建設

売上高

外部顧客への売上高 77,820 3,373 81,193 － 81,193

セグメント間の内部売上高

又は振替高
3 2,776 2,779 △2,779 －

計 77,823 6,149 83,973 △2,779 81,193

セグメント利益 16,476 766 17,243 23 17,267

その他の項目

減価償却費 517 46 564 － 564

のれんの償却額 98 － 98 － 98

　当連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

（注）１．「その他」には、海外建設、国内建設、製品製造販売業、国内外製品販売業を含んでいます。

２．セグメント利益の調整額の内訳は次のとおりです。

セグメント利益の調整額23百万円には、セグメント間取引消去314百万円、セグメントに配分していない

全社費用△291百万円及びその他の調整額０百万円が含まれております。全社費用は、グループ全体の経営

管理に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

４．セグメント資産及び負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象となってい

ないため記載をしていません。
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（単位：百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

国土交通省 11,532 国内建設

西日本高速道路株式会社 8,919 国内建設

中日本高速道路株式会社 8,753 国内建設

（単位：百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

中日本高速道路株式会社 12,321 国内建設

東日本高速道路株式会社 10,733 国内建設

西日本高速道路株式会社 8,580 国内建設

【関連情報】

前連結会計年度（自　2020年７月１日　至　2021年６月30日）

１　製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため記載を省略しています。

２　地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しています。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しています。

３　主要な顧客ごとの情報

当連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

１　製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため記載を省略しています。

２　地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しています。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しています。

３　主要な顧客ごとの情報
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他 全社・消去 合計

国内建設

減損損失 59 － － 59

（単位：百万円）

報告セグメント
その他 全社・消去 合計

国内建設

減損損失 129 － － 129

（単位：百万円）

報告セグメント
その他 全社・消去 合計

国内建設

当期償却額 98 － － 98

当期末残高 524 － － 524

（単位：百万円）

報告セグメント
その他 全社・消去 合計

国内建設

当期償却額 98 － － 98

当期末残高 426 － － 426

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年７月１日　至　2021年６月30日）

当連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年７月１日　至　2021年６月30日）

当連結会計年度（自　2021年７月１日　至　2022年６月30日）

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自　2020年７月１日

至　2021年６月30日）

当連結会計年度
（自　2021年７月１日

至　2022年６月30日）

１株当たり純資産額 1,688円64銭 1,768円42銭

１株当たり当期純利益 210円68銭 231円06銭

項目
前連結会計年度

（自　2020年７月１日
至　2021年６月30日）

当連結会計年度
（自　2021年７月１日

至　2022年６月30日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 11,340 12,366

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
11,340 12,366

普通株式の期中平均株式数（千株） 53,827 53,521

項目
前連結会計年度

（2021年６月30日）
当連結会計年度

（2022年６月30日）

純資産の部の合計額（百万円） 　　　　　　　　　　 90,960 　　　　　　　　　　 94,247

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 　　　　　　　　　　　　 64 　　　　　　　　　　 　　93

（うち非支配株主持分（百万円）） (64) (93)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 　　　　　　　　　　 90,895 　　　　　　　　　　 94,154

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の

数（千株）
　　　　　　　　　　 53,827 　　　　　　　　　　 53,241

（１株当たり情報）

（注）１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、2022年８月10日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について次のとおり決議しました。

１．自己株式の取得を行う理由

　中期経営計画（2022年６月期～2024年６月期）の資本政策として、３年間で100億円の自社株買いを実施するこ

ととしており、本件はこれに沿うものです。

２．取得に係る事項の内容

（１）取得対象株式の種類　　　当社普通株式

（２）取得し得る株式の総数　　75万株（上限）

　　　　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合　1.4％）

（３）株式の取得価額の総額　　35億円（上限）

（４）株式の取得期間　　　　　2022年８月12日より2023年６月30日まで
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